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共同声明 
 

タイの洪水の大部分はおさまった。一部地域には流れずに残った水があるものの、水位

は大幅に低下し、洪水被害を受けた地域も水が引き元の状態に戻っている。厚生省は洪水

による病気の発生とその他健康被害は懸念していた広がりが見られなかった。タイは現在

復興に向かっており、厚生省は被災地の健康回復のための体制整備に取り組んでいる。 
 洪水の間厚生省は、緊急事態に対応するため疾病の監視及び管理体制を含む診察や公共

医療サービスを以下の通り整備した。 
 医療機器、医療チームを避難所へ動員し、身体的・精神的ケア 
 避難所や被災地での健康診断による患者へ急速な手当 
 調査団を派遣し、報告された疾病発生の調査、予防、管理対策の実行、伝染病の

リスク、公衆衛生および（疾病の）媒介生物管理の向上、食と飲料水の安全性確

保 
 厚生省は世界保健機構やタイ国厚生省-アメリカ疾病管理予防（CDC）共同センターの全

面的な支援を受けながら上記を実行してきた。さらにその他の国際機関や多くの国が医療

機器や支援物資を支援してくれた。 
 タイの疾病監視データによるともっとも多い疾患は水虫、呼吸器の感染症、結膜炎、食

中毒である。これらは避難所で多く見られたが素早く治療された。総合的に見るとこれら

は季節性の疾患である。洪水による死亡者の多くは溺死や感電死など事故によるもので、

洪水により生命にかかわる病気は発見されていない。 
 以下ウェブサイトで詳細を発表している。 

 http://www.moph.go.th （タイ語）  
 http://www.boe.moph.go.th/ （タイ語） 
 http://www.ddc.moph.go.th/ （英語） 

 
 厚生省は洪水被災地の中でも特に社会的弱者の身体的精神的ケアに力を注ぎ、健康維持

の設備やサービスを充実させていく。復興のために具体的なリスク削減を目標に進む。厚

生省は今後も疾病監視や予防、管理体制を維持し、食や水の安全性、市場の衛生、水道水

の質、環境衛生、下水設備、廃棄物処理を向上させる。住民の健康が一日も早く保たれる

よう、各市町村のボランティア職員と密接な協力体制のもと遂行する。 
 今回の洪水により関連諸機関及び医療体制との強固な連携を取ることができ、今後の急

速な復興のためにもより良い最新の方法を導入することができた。 
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